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はじめに

自己紹介：

● 2012年～2016年：台湾 淡江大学 電気学部 卒業

● 2016年10月～2018年3月：日本 九州大学/京都大学 大学院情報学研究科 研究生

● 2018年4月～2020年3月：日本 京都大学 大学院情報学研究科 修士課程 卒業

● 2020年4月～現在：日本 京都大学 大学院情報学研究科 博士課程

現在の研究キーワード：
ラーニングアナリティクス、データマイニング、個人化学習
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台湾における新型コロナの感染状況

3Source: https://www.worldometers.info/coronavirus/country/taiwan/



新型コロナ感染拡大に伴うオンライン授業のタイムライン

● ～2021/05/13：感染状況がきちんとコントロールされたため基本的に対面
教育の実施を維持し、オンライン授業の実施は少なかった。

● 2021/05/13：急に感染状況が悪化したため、オンライン授業の実施が増え
る傾向。

● 2021/05/18：すべての授業がオンライン授業に転換されたと教育部
（MOE: Ministry of Education）よりアナウンスされた。

● 2021/05/18～現在まで：すべての幼稚園、小中高校、大学の一斉休校を実施し、生
徒や学生はリモート学習を行う。オンライン授業は正規の授業となり、夏休みの補

講は行わない。また、学習塾などの教育関連機関も同時に休止となり、児童、生徒

及び学生に対して自宅学習への切り替えを要請する。
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IT大臣オードリー・タン氏、行動・接触
歴追跡システムを開発
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台湾当局はこれまで、行動歴や接触歴を追跡する対策として、入店時に
名前や電話番号などの登録を義務付けるシステム「実聯制」を実施して
きたが、各店がそれぞれに導入していたため、統一されたシステムがな
かった。

しかしIT大臣のオードリー・タン氏は19日、個人情報を店に提供するこ
となく、当局のホットラインに携帯電話のショートメッセージ（SMS）
を送るだけの新システムを開発したと発表。操作は「5秒以内で完了す
る」と紹介され、オードリー・タン氏がこの仕組みをわずか3日間で開
発したことでも注目を集めている。

Source：https://www.yamatogokoro.jp/column/corona_world/43143/



オンライン授業の実施

オンライン授業を実施するプラットフォーム：

● Moodle
● Microsoft teams
● Google classroom

オンライン教材を閲覧するプラットフォーム：

● Moodle
● BookRoll（京都大学が開発）
● Analysis tool（京都大学が開発）
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オンライン授業に慣れていない!



BRPT – BookRoll Partnership Taiwan

l BRPTというのは、日本と台湾におけるBookRollパートナーシップ
（http://brpt.bigdatasig.org/）

● BookRollの作業プラットフォーム： Education Cloud （MOE, Taiwan）
（https://cloud.edu.tw/）

● 関連プロジェクト：International Cooperation Add-on Project

○ スポンサー：台湾科学技術省

○ 国際の大学連携：中央大学（台湾）、京都大学（日本）

○ 期間: 01/03/2019 - 31/07/2022
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BRPT：ワークショップ（2019年）
● Taiwan-Japan Joint 

Workshop on BookRoll 
Partnerships

○ Time: July 12, 2019 
National Central 
University, Taiwan

● 2nd Workshop on BookRoll 
Partnership Taiwan (BRPT)

○ Time: Aug. 15, 2019 
National Central 
University, Taiwan
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Keynote speech (遠隔講演、日本語)

場所：
台湾 中央大学

講演者：
京都大學
緒方広明 先生
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BRPT：ワークショップ（2020年）



BRPT：新型コロナにおける2021年春学期BR利用状況

● 大学：17

● 教員：29

● コース：48

● 学生：3000+人
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オンライン授業の実施事例（台湾彰化師範大学Irene Chen先生）
MoodleでBookRollと分析ツールを利用
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BookRollの利用事例（台湾彰化師範大学Irene Chen先生）
オンライン教材の閲覧
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分析ツールの利用事例（台湾彰化師範大学Irene Chen先生）
コンテキストの選択
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分析ツールの利用事例（台湾彰化師範大学Irene Chen先生）
コースの全体学習状況の総覧
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分析ツールの利用事例（台湾彰化師範大学Irene Chen先生）
学生の個人学習行為

15



分析ツールの利用事例（台湾彰化師範大学Irene Chen先生）
学習リアルタイムグラフ
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分析ツールの利用事例（台湾彰化師範大学Irene Chen先生）
各ページでの平均マーカー数
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分析ツールの利用事例（台湾彰化師範大学Irene Chen先生）
マーカーリスト
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分析ツールの利用事例（台湾彰化師範大学Irene Chen先生）
メモリスト
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おわりに
現状：

● 急な感染拡大に応じてオンライン授業の実施に備え、準備しておくことは重要。

● オンライン学習に対して必要なデバイスを持っていない家庭に配布。

● オンライン学習の効果を上げる方法の提出と検討も大事。

今後の課題：

● 教員：オンライン授業の質を向上し、学生たちの学習状況を追跡して、一番効果の高いオンライン
学習方法を発見して学生たちを指導する。

● 学生：オンライン学習に集中し、教員の指示に従ってオンライン学習の利点を最大限度利用する。

● 大学：オンラインツールの利用に対して教員と学生に設備面、技術面でのサポートを提供する。 20
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